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会会
員員
だだ
よよ
りり  

別
子
銅
山
天
空
の
産
業
遺
跡 

東
洋
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ 

の
異
名
を
誇
る 

 

東
平
（
と
う
な
る
）
ゾ
ー
ン 

 

「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」
と

は
ペ
ル
ー
に
残
る
「
イ
ン

カ
」
の
遺
跡
、
「
東
洋
の

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
」
と
は
、

新
居
浜
市
東
平
（
と
う
な

る
）
に
あ
る
別
子
銅
山
の

最
盛
期
に
彩
鉱
本
部
が
置

か
れ
、 

そ
の
産
業
遺
産
が
、

今
で
も
残

り
、
旅
行
会

社
、
マ
イ
ン

ト
ピ
ア
別

子
、
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル

ホ

テ

ル

新

居

浜

の

コ

ラ

ボ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

り

関

西

圏

な
ど
か
ら
四
国
ツ
ァ
ー
に

組
み
込
ま
れ 

人
気
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。
一
度
春
か
秋
に
散
策

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。 

 

本
家
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

に
は
未
解
明
の
遺
跡
も
多

い
が
、
東
平
の
マ
チ
ュ
ピ

チ
ュ
は
当
時
の
資
料
や
写

真
が
多
く
残
る
。
閉
山
後

は
各
地
に
さ
っ
て
行
っ
た

人
に
は
懐
か
し
く 

知
ら

な
い
人
に
は
新
鮮
に
映
る

か
も
し
れ
な
い
。
閉
山
後

は
撤
去
さ
れ
た
施
設
跡
に

植
樹
が
行
わ
れ
て
自
然
の

森
に
帰
る
「
森
の
街
」
も

体
感
で
き
ま
す
。 

マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子 

 

端
出
場
（
は
て
ば
）
ゾ
ー
ン 

 
 

西
暦
１
９
７
３
年
（
昭

和
48
年
）
の
閉
山
ま
で
採

鉱
本
部
が
置
か
れ
て
い
た

端
出
場
は
、
遺
構
を
活
か

し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
マ

イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
」
と
な

っ
て
い
る
。 

１
８
９
３
年

（
明
治
26
年
）
に
架
け
ら

れ
た
ド
イ
ツ
製
の
ピ
ン
ト

ラ
ス
橋
、
１
９
１
２
年
（
明

治
45
年
）
完
成
の
旧
水
力

発
電
所
、
な
ど
国
の
登
録

有
形
文
化
財 

が
点
在
、
近

代
化
を
躍
進
さ
せ
た
現
場

の
空
気
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。  

Ｎ
・
Ｔ 

 

熊
野
古
道
伊
勢
路 

遂
に
熊
野
速
玉
大
社
で 

大
願
成
就
の
第
一
歩 

 

さ
あ
伊
勢
か
ら
出
発
し

た
旅
も

12
回
目
の
一
泊

旅
行
で
熊
野
三
山
参
拝
の

ゴ
ー
ル
へ
辿
り
着
く
。 

 

今
回
も
高
槻
を
出
発
し

た
バ
ス
は
枚
方
の
客
を
乗

せ
、
高
速
道
路
を
乗
り
継

ぎ
、
４
時
間
で
三
重
県
熊

野
市
に
入
る
。 

 
途
中
か
ら
語
り
部
二
人

が
乗
り
込
ん
で
、
風
伝
（
ふ

う
で
ん
）
峠
の
登
り
口
に

着
く
。
こ
の
峠
は
熊
野
か

ら
現
在
の
田
辺
に
抜
け
る

生
活
の
道
で
あ
り
、
山
の

幸
と
海
の
幸
を
交
換
商
い

の
品
と
し
て
重
い
荷
物
を

背
負
い
、
喘
ぎ
な
が
ら
越

え
た
峠
で
あ
る
。
２
５
７

ｍ
の
風
伝
峠
は
熊
野
灘
の

海
風
を
山
々
に
運
び
上
げ
、

大
台
山
系
か
ら
冷
た
い
風

を
紀
州
の
浦
々
に
吹
き
下

ろ
す
と
い
う
風
の
通
い
道

と
な
っ
て
一
年
中
、
霧
と

風
の
止
む
こ
と
の
な
い
峠

と
い
う
所
（
風
顛
）
か
ら

こ
の
名
が
つ
い
た
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
峠
に

到
る
道
に
も
角
張
っ
た
石

で
敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
畳

も
江
戸
時
代
の
も
の
で
、

一
人
１
日
１
石
の
労
働
だ

っ
た
ら
し
い
。
参
詣
道
は

海
岸
沿
い
の
道
が
あ
る
が
、

共
に
世
界
遺
産
と
さ
れ
て

い
る
。
国
道
３
１
１
号
の

風
伝
ト
ン
ネ
ル
が
出
来
て
、

自
動
車
で
あ
れ
ば
４-

５

分
の
所
を
私
達
は
２
時
間

余
り
か
け
て
歩
い
た
。 

 
 

い
よ
い
よ
熊
野
三
山

の
一
つ
の
速
玉
大
社
に
参

拝
で
あ
る
。
色
鮮
や
か
な

朱
塗
り
の
社
殿
が
新
宮
市

の
熊
野
川
河
口
近
く
に
鎮

座

し

て

い
る
。
長

い

厳

し

い

伊

勢

路

を

参

詣

の

願

い

一

途

に

歩

い

て

き

た

先

人

達

は
さ
ぞ
か
し
有
難
い
存
在

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
現
在

の
新
宮
市
民
に
と
っ
て
も

心
の
故
郷
で
あ
り
、
自
慢

の
種
と
語
り
部
か
ら
聞
く
。

そ
の
夜
は
建
物
の
大
き
さ

と
温
泉
か
ら
の
眺
望
で
有

名
な"

ホ
テ
ル
浦
島"

に
渡

し
船
で
渡
る
。
夕
食
に
は

さ
す
が
漁
港
の
町
、
マ
グ

ロ
や
甘
エ
ビ
、
ハ
マ
グ
リ

の
料
理
が
た
っ
ぷ
り
と
並

ぶ
。
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ

―
も
あ
る
。
用
意
さ
れ
た

の
は
26.

２
キ
ロ
と
記
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
大
き
さ

に
驚
い
た
が
、
前
日
勝
浦

漁
港
で
４
１
１
キ
ロ
の
マ

グ
ロ
が
セ
リ
に
出
さ
れ
、

二
百
七
十
一
万
円
（
３
千

人
分
）
だ
っ
た
ら
し
い
。

六
つ
あ
る
温
泉
は
夫
々
特

長
が
あ
り
、
床
に
書
か
れ

た
色
分
け
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
行
く
よ
う
に
と
ロ
ビ
ー

で
説
明
を
受
け
る
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
忘
帰
洞
は
旅

館
の
出
来
た
頃
、
徳
川
藩

主
ゆ
か
り
の
方
が
、
帰
心

を
忘
れ
、
飽
か
ず
に
洞
窟

か
ら
太
平
洋
を
眺
め
た
い

と
云
わ
れ
た
こ
と
か
ら"

忘
帰
洞
温
泉"

と
名
が
つ

い
た
ら
し
い
。
私
達
も
温

泉
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た

い
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

追
わ
れ
る
ツ
ア
ー
で
は
そ

う
も
い
か
ぬ
。
さ
あ
明
日

も
頑
張
ろ
う
。 

 

Ｓ
・
Ｕ 

ムスカリ 

花は鮮やかな青紫色でブド

ウの実のように見えること

から、ブドウヒヤシンスと

も呼ばれる。 

 開花期は３月初旬から４

月末頃。 花弁は開かないま

ま、落ちて行く。 花はやぶ

らんや、龍のひげに似てい

る。 最近は紫濃淡・白・混

合など栽培種が増えてきて

いる。 

 球根で育てやすく、公園で

も自然繁殖も見られる。 

 

 

君子蘭 

３月下旬から塚脇の温泉所

の玄関に見事に君子蘭の鉢

が並んでいる。 

 一般の家庭の庭では花芽も

出ていない。 

きっと冬の間温泉の恩恵を

受ける所でヌクヌクと過ご

せたのだろう。 

 開花前、温度が６０日間、

１０度まで下がるのも栽培

の秘訣。 

 「高貴な花」のイメージか

ら「君子蘭」と名がついたら

しい。     Ｓ・Ｕ 

 


